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研 究

現代の子どもの描画発達についての研究

一保育園幼児のグッドイナフ人物画知能検査による検討一

川越奈津子1），郷間　英世2），牛山　道雄2）
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〔論文要旨〕

　これまでわれわれは最近の子どもの幼児期の発達が変化してきており，特に図形模倣などの描画発達で遅れが著

しいことを明らかにしてきた。そこで今回は101人の5，6歳保育園児を対象にグッドイナフ人物画テストを用いて

描画発達を検討した。その結果最近の子どもの人物画は，以前の子どもに比べて，頭が大きい，眉や鼻の描写が少

ないなどの特徴を有していた。また，描画発達年齢は1977年の標準化データに比べ約6か月遅延していた。この遅

れは女児より男児で大きく，三角形模写ができない子どもほど遅れが目立った。このような子どもの人物画描画発

達の最近の変化について，原因の解明1など詳細1な検討が必要と考えられた。
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1、はじめに

　近年の幼稚園や保育園では，子どもの発達や行動が

変化していることが危惧されている。友だちとうまく

遊べない，話がきけない，日常の生活習慣が身につき

にくいなど，未熟さをもつ「気になる」子どもが増

え1），保育者は一人で保育可能な子どもの数が減少し

たと訴えている。この理由として，最近の発達障害

児への関心の高まりや，テレビや睡眠などの生活環

境2・　3），養育環境の問題4）などの影響が指摘されている。

このように発達の未熟性を有し，日常生活に困難を有

する子どもが増加していることがいわれる一方で，子

どもたちの変化は一部の子どもだけでなく，子どもた

ち全体の問題であるとの報告も見られる。

　秋山ら5）は，1997年に質問紙で評価した健常乳幼児

の発達結果を，1961年および1989年の結果と比較し，

多くの質問項目で通過する割合が減少し，結果の主成

分分析により，「自他の区別と自己主張の低下」，「積

極的な言語活動の低下」，「我慢すること，忍耐力の低

下」，「手先の器用さの低下」が因子であると報告した。

われわれも現代の子どもの発達を新版K式発達検査の

標準化資料を用いて1983年と2001年を比べ，現代の子

どもを20年前の子どもと比較すると，発達が遅れてき

ている項目が多く，遅れは幼児期後半に著明にみられ

ることや，その遅れは特に描画発達で顕著で20年前の

子どもに比べて三角形模写では約8か月，ひし形模写

では12か月遅れてきていること6），遅れてきている項

目の男女差を見ると，男児で遅れが著明であること7），

などを報告してきた。そこで今回は，幼児期の子ども

の人物画描画についてグッドイナフテストを用いて検

討したので報告する。
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皿．方 去

　対象は滋賀県北部の3ヶ所の保育園の年長クラスの

幼児，男児48人，女児53人，計101人である。年齢は

5歳4か月から6歳4か月，平均69．8か月（男児69．9

か月，女児69．6か月）である。対象児の住んでいる地

域は，市街地から3，4キロ離れた住宅地であるが，

周辺には田畑も残っている。同時に調べた家族などの

調査では，祖父母との同居は全体の40．2％，きょうだ

いがいるのは80．2％であった。

　描画は2005年に対象児に対し，グッドイナフ人物画

知能検査（DAM）および新版K式発達検査20018）に

基づく三角形模写を個別に行った。

　グッドイナフ人物画検査は，1926年Goodenough9）

によって公表された検査であり，その後世界各地で

使用されるようになった。大規模な改定は1963年に

Harrisによってなされ10），その修正版が小林により日

本で標準化され11）「グッドイナフ人物画知能検査」と

してよく用いられている。検査の方法は「人をひとり

描いてください。頭の先から足の先まで全部ですよ」

と教示する。評価はそれぞれの人物画について，表1

に示した「頭」，「口」，「脚」など50項目の描出の有無

を基準に従い評価し，描出されている項目数によって

描画発達年齢を求め，生活（暦）年齢との比より人物

画知能（DAM－IQ）を算出する。

　本調査における分析は，①各描画項目の通過率の

1977年の標準化資料11）との比較②平均DAM－IQの

算出，③DAM－IQの男女差の検討④三角形模写と

人物画描画の関連，などについて検討した。統計学的

分析はt検定およびx2検定を行った。倫理学的配慮と

表1　グッドイナフ人物画知能検査の50項目

1頭，2眼，3胴，4脚，5口，6腕，
7毛髪A（髪があればよい），8胴の長さ，9鼻，

10腕と胴のつけ方A（胴から出ている），11まゆまたはまつ毛，

12衣服，13毛髪B（心皮が出ていない），14首，

15腕と脚のつけ方B（腕は肩から脚は胴の下から），

16指，17首の輪郭，18脚の割合，19衣服2つ以上，20両眼の瞳，

21眼の形（横幅が縦より大），22耳，23踵，24脚の割合，

25頭の輪郭，26衣服の全部，27腕の割合，28指の細部，

29頭の割合（胴の半分以下で1／10以上），30眼の向き，

31胴の輪郭，32指の数：，33耳の位置と割合，

34腕および脚の輪郭，35肩，36肩あるいは三門の関節，

37顎と額，38掌，39衣服の部分4つ以上，

40描線A（重複や断線がない），41脚の関節，42鼻と口の輪郭，

43横向きA（頭，胴，足が横向き），44鼻孔，45顔貌

46顎の突出，47衣服の種類完成，48栂指の分化，

49横向きB（すべて横向き），50描線B（デッサン風）
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して，事前に保護者に本研究の目的，

明し承諾を得た。

皿．結 果

内容を文書で説

1．項目別通過率

　対象児全員の人物画を得ることができた。対象児の

平均描画発達年齢は63．4か月で生活年齢69．8か月に比

べ約半年の遅れを認めた。主な項目それぞれの通過率

と1977年の標準化資料の5歳9か月児の通過率を表2

に示した。両者で有意な差を認めたのは17項目あり，

そのうち4項目すなわち「口」，「腕」，「腕・脚のつけ

方A」，「指」は通過率が上昇し，他の13項目は通過率

が低下していた。項目別に見ると，「鼻」が1977年で

は90．5％が今回は17．8％に，「まゆ，まつ毛」は1977

年では82．4％が今回は8．9％にと著明な低下が見られ

た。また，年長になってから人物画に描出される項目

の多くは通過率が低下していた。

2，DAM－IQとその分布

　対象児全体のDAM－IQは91．3±12．9（平均値±標

準偏差）であった。結果の分布を図1に示した。IQ70

未満が2名（2．0％），70以上80未満（70～80）は20名

（20．0％），80～90が27名（26．4％），90～100が最も多

く31名（30．7％），100～110は15名（14．9％），110～

120が6名（5．9％）であった。

3．人物画IQの男女差

　男女別にみると，男児のDAM－IQは86．9±10．7，

女児のDAM－IQは95．4±13，3であり，女児で男児よ

り高く有意差を認めた（p＜0．01）。なお，Leveneの

検定を行ったところ，これら2つの分布の等分散が

確認された（F＝0．758，p＝0．386）。男女別のIQ

得点の分布を図2に示したが，IQ70～80では男児が，

IQ90～100では女児が多かった。

4．三角形模写と人物画の関連

　同時に実施した，三角形模写課題に通過したのは男

児が21人（43．8％），女児が38人（71．7％）であり，

女児が有意（p＜0．01）に多かった。三角形模写を通

過した群59人と通過しなかった群43人に分けた平均

IQを表3に，　DAM－IQの分布を図3に示した。三角

形模写通過群のDAM－IQは95．6±13．5であるのに対

し，三角形模写不通過群のDAM－IQは85。3±9．1で
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表2　各項目を通過した人数（割合）と1977年資料の比較
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（セル数が5以下の場合のX2検定はYeatsの修正式を用いた。
n，s　：　not　significant）

あり，三角形模写通過群が有意（p＜0．01）に高かった。

5．その他の特徴

　人物画の全体のバランスとして，「頭の割合」の通

過率が低く頭の大きさが大きい印象を受けたので，

頭の体全体に対する割合を求めたところ平均39．8±
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図1　5，6歳児のグッドイナフ人物画IQ得点の分布
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5，6歳児の人物画IQの男女別分布

表3　三角形模写通過の有無により分けたDAM－IQ

三角形通過三角形不通過　全体
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図3　三角形模写通過の有無により分けた人物画描写能力
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22．6％，すなわち約2．5頭身であった。また，腕の短

い絵，未熟な絵，アンバランスな絵などもあり，その

うちいくつかを図4に示した。
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　　　　　図4　5，6歳児の人物画
A：男児の絵，B：頭の大きい絵，　C：腕の短い絵，

D：アンバランスで奇妙な印象の絵

IV．考 察

　今回の5歳児のグッドイナフ人物画検査による調査

の結果，多くの項目で描画発達の遅れが見られ，人物

画発達年齢の平均も約6か月の遅れを認めた。この結

果は，子ども全体の人物画描画能力が遅れてきている

ものと考えられる。グッドイナフ人物画検査は描画検

査であるにもかかわらず全般的知能の測定ができる検

査10）として古くから用いられている。また小林は，人

物画により，知覚・認知能力，手の操作を中心とした

運動能力，視覚・運動の協応能力などが評価できると

いう11）。では，現代の子どもはこれらの能力が落ちて

きているのであろうか。人物画に影響を与えるものと

して，教育，その国の文化，日常目にしている絵や視

覚情報，男女差などが指摘されている10）。今後，生活

習慣や生活環境，養育環境などとの関連など，継続的

な調査が必要と考えられる。また，これらの遅れが何

回ごろから始まり，幼児期以後も加齢とともにどう変

化するのかなどの検討も必要となろう。

　ところでわれわれは，3～6歳の「気になる子」の

人物画についてグッドイナフ人物画検査を用いて評価

し，「気になる子」の人物画IQは健常児に比べて低く，

描画に未熟性やアンバランスの所見を認めたことを報

小児保健研究

告した12）。「気になる子」は，女児が5ユ％であったの

に比べ，男児では21．0％と女児に比べ多く13），対応が

求められている子どもたちである。また発達障害児も

増加してきていることがいわれており14），発達障害児

は不器用さを示すことが少なくなく，しばしば発達性

協調運動障害を合併する15）。このような「気になる子」

や発達障害児の増加が近年の子どもの描画発達に影響

を与えている可能性も考えられる。しかし詳細は今後

の検討課題であろう。

　今回の検討の結果見られた人物画知能検査の男女差

についてはどうであろうか。

　Goodenough9）は，それまでの1905年のKerschen－

steinerや1909年のIvanoffの報告では男児が女児より

描画発達が良いという結果と異なり，自分たちの研

究では女児で男児より得点がわずかに高かったと述べ

た。後年のHarrislo）は，5歳から15歳の2，975人の子

どもの描いた人物画で半年から1年分，女児のほう

が男児よりで得点が高いことを示した。そして，こ

れは教育や文化の影響であるとしている。最近でも

Deaver16）らは，7歳と9歳の466人の人物画描画の検

討を行い，発達的な検討ではいずれの年齢も男女差を

認めたと報告している。

　一方日本の小林ら11）は，グッドイナフ人物画検査を

行い女児で得点が高かったが，有意差を認めるほどで

はなかったとしている。これらの結果より近年のグッ

ドイナフ検査による人物画描画発達は，わが国におい

ても，欧米と同様に男女差が明らかになってきたと考

えられる。どうして男児で最近落ち込みが激しいので

あろうか。推測の域を出ないが，近年男女の脳機能や

発達の性差と不適応との関連17＞が言われ，男児の脳の

脆弱性は幼児期にも大きい可能性がある。このことに

関しても今後の検討が待たれる。

　本研究の要旨は，第53回日本小児保健学会（2006年，

甲府〉で発表した。本研究の一部は科学研究費補助金（研

究課題番号22610008）によった。
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（Summary）

　We　have　studjed　on　children’s　development　and　have

pointed　out　that　present－day　children　have　delay　and

unbalance　in　their　development．　The　delay　is　prominent

in　drawing，　e．g．，　the　ski11　of　copying　triangle　delayed　8

months　compared　with　children　in　20　years　past．　in　this

stu／dy，　we　investigated　the　human　figure　drawing　using

Goodenough“Drawing－Test　（DAM）　．

　The　subjects　were　48　boys　and　53　girls　in　nursery

schools　at　age　of　five　and　six　（the　mean　age　is　5　years　9

months）　，　We　tested　them　on　Goodenough－Drawing－Test

individually，　evaluated　the　developmental　drawing　age

by　scoring　50　items　and　calculated　DAM－IQ．　To　analyze

the　developmental　change，　we　compared　our　data　with

the　standardization　data　of　1977．　The　mean　developmen－

tal　drawing　age　of　a11　subj　ects　is　5　years　3　months　and

the　DAM－IQ　is　91．3±12．9．’The　DAM－IQ　of　the　boys

is　86．9±10．7　and　that　of　the　girls　is　95．4±13．3，　which

means　significant　difference　between　the　boys　and　the

girls　（p　〈O．Ol）　．　So　the　children　today　perform　substan－

tially　at　a　lower　level　on　many　items　and　the　boys　shows

more　delay　than　the　girls　in　the　test．　lt　is　said　that

drawing　of　human　figures　tells　us　about　the　conceptual

and　intellectual　components　of　personality　and　infiuenced

by　education　and　culture．　More　precise　study　is　needed．

（Key　words）

children，　development　of　draw血g，　goodenough－draw－

lng－test
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